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２０１３年女性部春闘討論会 
１月３０日（水）２０１３年女性部春闘討論集会を行いました。学習会では『橋下・維新の会の組合

攻撃とたたかう女性たち』と題して大阪市労組原告団の竹村さんに大阪市役所で働く職員がものも言え

ず、市長に抑え込まれている現状や思想調査国家賠償請求訴訟への支援の訴えをし「大阪労連をはじめ

全国からの支援に市労組だけでなく職員全体が励まされています」と感謝を述べました。 

春闘方針の提案として『 』をスローガンに自民党が政

権に返り咲き、国民と労働者のくらし、日本社会のあり方、憲法と民主主義の今後を左右する重大な情

勢のもとで労働者の権利を守るたたかい、また生計費原則に基づく最低賃金１０００円以上の引上げこ

そが、男女平等、賃金格差の是正実現への近道であることに確信をもち、た

たかう労働組合としての役割を積極的に果たしていきましょうと確認しまし

た。 

 発言からは、自治労連の「女性部ニュースでも憲法問題の特集を組んで憲 

法の大切さを訴えています。憲法違反の職場を許さない運動をすすめたい。」

「住民と手を取り合い、たたかいをすすめ市長の横暴を阻止している。今 

後も自治体職員の本来の役割を果たすため、住民の願いにこたえるためともに運動をすすめてゆきた 

い。」大教組の「教員退職金カットついてはローンをかかえる職員にとっては、生活がなりたたなくな 

るなど影響は深刻な事態もみられ、反対署名が職場内で管理職含めて支持が広がっている。」全国一般 

の「今年の春闘では、「目立ってなんぼ」の春闘をすすめる。外にむかっても、自分たちの要求を広く 

訴る春闘に。」生協労連の「中央で取り組まれる労働実態アンケートを要求書づくりに活用するなど、 

集まることで元気になれる女性部活動をすすめる。」全印総連の「労組があるから権利も守られること 

に確信をもって運動をすすめてゆく。また個人加入できる労組をつくり、組織拡大にも取り組んでゆく。」 

医労連の「上部団体の春闘に結集していく。介護職場の労働強化や生理休暇も取れない状況。看護師を 

増やす署名にぜひご協力を。」大阪市地区協の「橋下市政のもと厳しい状況が続いてる。仲間を増やし 

たたかうしことしかない。城北で教師のつどいをやるのでぜひ来てほしい。」 

など各組織の現状や春闘の取り組みなど話されました。 

＜女性国会議員要請行動＞ 

被災地の復興・原発ゼロに向けて、国会内で被災地３県の状況報告集会のあと、全国から集まった６５人が

女性国会議員に「復興計画を見直し、被災者本位の復興支援策の拡充を求める要請」を行いました。 

集会で特に印象的だったのは、福島県から 4 歳の子どもを連れての報告です。「子ども・被災者生活支援法」

が超党派で 2011年 6月に制定されたにもかかわらず、補償の対象地域も具体的に何も決まっていないという現

実！子どもは日々成長していきます。その女の子はいつも線量計を身につけています。毎日悩みながら生活し



子育てしている住民の気持に寄り添うのが政治の仕事なのに、「住民の間を線引きし、また分断しようとしている

のか？震災後も何もすすんでいない」という被災地からの声が心に染みました。 

２５兆円の復興予算を立てたにもかかわらず、

数百億の医療費補助が出来ていない事、60 万も

の人が避難生活を送っているのに２万戸しか仮設

住宅を建設していない事、復興予算を使ったリスト

ラ、除染作業に従事する労働者のピンハネ等々、

こんなに国民をないがしろにする国はあるでしょう

か？ 

国と東電の加害者責任を明らかにさせる運動を緩

めてはいけないと強く思いました。 

  

首を切られた女性労働者を、職場に戻れない 

状況 をつくろうとしている、ひどい資生堂！ 

社長は１月末に資生堂鎌倉工場（従業員５００人）を閉鎖すると発表。経営環境が苦しいと言い訳しています

が、今期１６５億円もの利益をあげ、内部留保も２０００億円あるにもかかわらず、生産の一部を海外（ベトナム）

に移して生産コストを下げ、国内では人減らし合理化で人件費を下げる事が目的です。資生堂は 2004 年「国連

グローバルコンパクト」（社会的責任を果たす事を国際的に宣言）に参加、2010 年には「女性のエンパワーメント

のための指針～平等はビジネス向上の鍵」に署名しています。言っている事とやっている事が正反対とはこのこ

とです。宣伝は道行く人が横断幕をみつめ、ビラもよく取ってくれます。３月５日（火）は証人の採否を決める重要

な裁判となっています。前田会長を証人として採用させるために、２月末まで「ジャンボ要請はがき」にとりくんで

います。ぜひご協力をお願いします。 

 

 


